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	【声明】イラク戦争の検証を求めるネットワーク
	イランへの軍事攻撃の即時停戦を求め、自衛隊のペルシャ湾派遣に断固反対する ～イラク戦争の教訓を風化させず、日本の戦争加担を繰り返さないために～

	軍事力ではなく外交や経済、人道支援を 私たちは日本政府が検討する自衛隊のペルシャ湾派遣に断固反対します。これは憲法9条の平和主義に真っ向から反するものであり、日本を再び米国の軍事作戦の後方支援に巻き込む行為です。イラク派遣の経験から学んだはずの教訓―「人道支援」の名目が実際の戦争加担にすり替わる危険―を繰り返してはなりません。日本は軍事力ではなく、外交や経済、人道支援を通じた真の平和貢献を果たすべきです。
	戦争支持・支援で高まる日本国民への攻撃のリスク 私たちは日本政府が米国やイスラエルの戦争を支持・支援することにも強く反対します。兵器輸出、経済的支援、外交的追従は、中東の平和を阻害し、日本の国際的信頼を損ないます。また、米国やイスラエルに加担することで、イラン側から日本が「敵」と認定され、在外邦人が攻撃されるようになるリスクもあります。実際、イラク戦争でも日本が米国を支持し自衛隊をイラクに派遣したことにより、反米武装勢力等から「敵」と見なされ、自衛隊の宿営地が攻撃されたり、日本人の人道支援関係者やメディア関係者などが誘拐或いは殺害されるなど、深刻な被害が相次ぎました。
	過ちを繰り返さないために 私たちは、日本が「平和国家」としての立場を堅持し、停戦のため、すべての当事者に対する公平で中立的な外交を推進することを求めます。イラク戦争で日本が負った責任を直視するならば、戦争への加担を繰り返すことは許されません。私たちは、市民の皆さんに呼びかけます。イラク戦争での過ちを振り返り、同じ過ちを繰り返さないよう、共に声を上げましょう。
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